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（訂正・数値データ訂正）「平成28年３月期 決算短信[日本基準]（連結）」の一部訂正について 

 

当社は、平成２８年５月１３日に公表いたしました「平成28年３月期 決算短信[日本基準]（連結）の記載

に一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付して表示しております。 

 

記 

 

１． 訂正理由 

平成２８年５月１３日の公表後に、記載内容及び数値に一部誤りのあることが判明しましたので、訂正

を行うものであります。 

 

２． 訂正箇所 

 ○ サマリー情報 １ページ 

  １．平成28年3月期の連結業績（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

  (3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  【訂正前】 

 活動営業による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期  末  残  高 

 

28年 3月期 

27年 3月期 

  百万円 

1,082 

317 

百万円 

△892 

△891 

百万円 

△6 

△110 

百万円 

1,118 

999 

 

  【訂正後】 

 活動営業による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期  末  残  高 

 

28年 3月期 

27年 3月期 

  百万円 

1,276 

317 

百万円 

△892 

△891 

百万円 

△200 

△110 

百万円 

1,118 

999 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

○ 添付資料 ４ページ 

１． 経営成績・財政状態に関する分析 

  (2) 財政状態に関する分析 

   ②キャッシュ・フローの状況 

  【訂正前】 

    当連結会計年度の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により1,082百万円増加

し、投資活動により892百万円減少し、財務活動により6百万円減少いたしました。この結果、資金は

前連結会計年度より118百万円増加し、1,118百万円（11.9%増）となりました。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動による資金の増加は1,082百万円（前連結会計年度比765百万円の収入増）となりました。

これは主に、売上債権の減少及び仕入債務の増加等によるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動による資金の減少は892百万円（前連結会計年度比0百万円の支出減）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出等によるものであります。 

   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動による資金の減少は6百万円（前連結会計年度比103百万円の収入減）となりました。これ

は主に、短期借入金の増加であり、長期借入金の返済による支出等が下回ったことによるものでありま

す。 

 

  【訂正後】 

    当連結会計年度の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により1,276百万円増加

し、投資活動により892百万円減少し、財務活動により200百万円減少いたしました。この結果、資金

は前連結会計年度より118百万円増加し、1,118百万円（11.9%増）となりました。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動による資金の増加は1,276百万円（前連結会計年度比959百万円の収入増）となりました。

これは主に、売上債権の減少及び仕入債務の増加等によるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    投資活動による資金の減少は892百万円（前連結会計年度比0百万円の支出減）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出等によるものであります。 

   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動による資金の減少は 200 百万円（前連結会計年度比 90 百万円の収入減）となりました。こ

れは主に、短期借入金の増加はあったものの、長期借入金の返済による支出等が上回ったことによるも

のであります。 

 

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  【訂正前】 

 平成28年3月期 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 10.4 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 4.0 

 

  【訂正後】 

 平成28年3月期 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 8.8 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 4.7 

 










